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●元田 茂 先生 (1908～1995) 

熱帯海洋生態研究振興財団の設立当初から評議員

として阿嘉島臨海研究所の活動を常に温かく支援さ

れた元田茂先生が 1995 年 9 月 24 日腎不全のため河

北総合病院で亡くなった。87 才。追悼告別式は 9 月

27 日、東京都新宿区下落合の目白聖公会で行われ、

620 名の参列者があった。 

元田先生は明治 41 年 (1908) 1 月 10 日、宗教家で

教育者の父元田作之進と母悌の次男として東京都で

生まれた。昭和8年北海道帝国大学農学部を卒業し、

昭和 10年 6月から同 12年 6月までと 13年 8月から

11 月まで、日本学術振興会が設立したパラオ熱帯生

物研究所 (西カロリン諸島パラオ) に研究員として

滞在された。そして帰国後、17 年に北大農学部助教

授、同 25 年には函館に新設の水産学部に教授として

迎えられ、昭和 30 年 2 月から 16 年にわたって浮遊

生物学講座を担任された。この間、関係分野で多数

の子弟を養成し、日本プランクトン学会の創立 (昭

和 43～53 年、会長) をはじめ、わが国の浮遊生物学

や海洋生物学の発展に多大の貢献をされた。昭和 46

年に退官後、北海道大学から名誉教授の称号をうけ

られ、昭和 46 年 4 月から同 58 年までに東海大学海

洋学部教授、同特任教授などを歴任されている。生

涯に公表された論文は、造礁サンゴや動物プランク

トンの生態学、採集器具に関するものなど百余篇が

あり、昭和 47 年には日本海洋学会賞が、また国際共

同海洋調査や学会活動を通じてなされた国際的貢献

に対して、昭和 62 年ソウルで開催された第 16 回太

平洋学術協会の総会で、畑井新喜司メダルが授与さ

れている。これは日本人として初めての受賞であっ

た。 

パラオ熱帯生物研究所は昭和 9 年に畑井新喜司博

士らの尽力で建てられた。わが国のサンゴ礁研究が

世界をリードするまでに高められたのは、元田茂、

江口元起、安部襄、川口四郎、時岡隆、羽根田弥太、

阿刀田研二氏等、この南洋の島の小さな研究所で研

究に没頭した学徒の努力に負うところが大きい。多

くの優れた成果を挙げた研究所は、太平洋戦争の激

化によって、わずか 10 年足らずで活動を終えたが、

2 年間のパラオ生活は先生にとって重要な青春だっ

たらしく、研究を共にした人々の同窓会「岩山会」

の中心となって、最後まで機関紙の発行などの世話

をしておられた。私達は当時の話をうかがったり、

スケッチブックに描かれた先生の水彩画や漫画を見

て、島の１日の生活を思い浮かべたものである。そ

れにしても、研究所跡に記念碑を建てたいとのご希

望が実現されなかったのは残念であった。 

S. Hosaka・M. Omori

元田 茂先生を偲んで 

Tribute to the memory of Dr. Sigeru Motoda (1908-1995) 

保坂 三郎
(財)熱帯海洋生態研究振興財団

大森 信
東京水産大学資源育成学科

阿嘉島でヨットを楽しまれる元田先生 
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先生は私達が昭和63年 (1988) 熱帯海洋生態研究

振興財団を設立した時、阿嘉島臨海研究所の目指す

ところを一番喜んで応援して下さった。そして財団

の評議員になることを快諾され、また蔵書の一部を

研究所に寄贈してくださった。それは元田文庫とし

て所員や外来研究者に利用されている。先生は阿嘉

島にも美智子夫人らと共に三度訪れられて、南洋の

サンゴ礁での経験を話され、阿嘉島臨海研究所をパ

ラオの日々の続きのように思って、いろいろ提言さ

れた。有名な絵と同じくらいヨットがお好きだった

先生は、北大ヨット部の創設者でもあったが、その

先生のヨットが島のすぐ前で横転し、海に落ちられ

たことも今は思い出となってしまった。 

寡黙なリベラリストであった先生は、人を差別し

ないことに徹し、全ての人々に平等の優しさをもっ

て接された。権力を求めず、物欲と名誉欲にとらわ

れなかった先生の生き方が、国や出身校を越えた元

田人気につながっていたことは言うまでもない。本

当に多くの人々に惜しまれて去られた先生がパラオ

時代になされた研究と、サンゴ礁と熱帯の海につい

ての論文や報告の一覧表を終わりにまとめた。心か

らご冥福を祈りたい。 

 

パラオ熱帯生物研究所での研究 (1935～1937) 

滞在 2 年間に行った研究の題目は造礁サンゴと環

境との問題で、パラオ岩山湾内数地点で 2 年間水中

照度、サンゴの餌となる動物プランクトン量、微細

浮遊物の量、造礁サンゴの繁殖深度限界の測定を行

った。結論は浮遊細泥がサンゴの生育に最も影響を

与えていることである。又ダーウィン以来問題とな

っている礁湖の成因に関し、礁湖と外洋の条件を 1

年間に亙って測定し、海水温度は外洋でやや低く、

塩分はやや高く、透明度は著しく外洋で高く、動物

プランクトン量は多いことを認めた。なお、礁上に

生息する塊サンゴ 1 種につき、ポリプの増加率を 3

年間に亙って各年毎に数えた結果、成長度 (ポリプ

の増加率) は群体の増大とともに低下することを認

めた。又岩山湾の植物プランクトン量は明瞭な季節

変化を示さないが、7 月、9～10 月、12 月にかなり増

加したのは、季節風と関係があるように思われる。

之等のデータから後年 (1969) 海洋基礎生産量を計

算してみたところ、岩山湾内 0.08gC/m2/day、外洋

0.04gC/m2/day の結果を得た。 

(1989年7月24日、元田先生自身の筆によるもの)。 
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